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5
月
2
4日
～
2
5日
 客
船「
カ
レ
ド
ニ
ア
ン・ス

カ
イ
」沓
形
港
寄
港

5
月
2
4日
～
2
5日
 客
船「
カ
レ
ド
ニ
ア
ン・ス

カ
イ
」沓
形
港
寄
港

今
年
度
１
回
目
の
大
型
客
船
寄
港
で
し
た！

今
年
度
１
回
目
の
大
型
客
船
寄
港
で
し
た！

■
議
会
報
告

■
新
職
員
紹
介

■
利
尻
島
国
保
中
央
病
院
紹
介
コ
ー
ナ
ー

■
消
防
庁
長
官
表
彰

■
駐
在
所
だ
よ
り

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
の
ぼ
の
荘
」
か
ら

　
ご
報
告
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

■
利
尻
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
つ
い
て

■
花
い
っ
ぱ
い
運
動

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

■
り
し
り
元
気
塾

■
海
上
保
安
庁
職
員
募
集
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■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
紹
介
し
ま
す
！

■
自
衛
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

■
自
衛
隊
稚
内
分
屯
基
地
開
庁
第
64周

年
　
記
念
行
事
の
お
知
ら
せ

■
国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

■「
児
童
手
当
」「
児
童
扶
養
手
当
」「
特
別
児
童
扶
養

　
手
当
」
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す

■
無
料
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

■
平
成
30年

度
「
巡
回
登
記
所
」
開
設
の
お
知
ら
せ

■
わ
が
家
の
愛
ど
る

■
街
を
ひ
と
歩
き

■
消
防
だ
よ
り

■
ぴ
い
ぷ
る
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第１回町議会定例会は３月７日招
集され、条例の改正案、予算等を
審議し、いずれも原案のとおり可
決しました。主なものは次のとお
りです。

平成30平成30年　　年　　
第1回町議会定例会第1回町議会定例会
平成30年　　
第1回町議会定例会

税
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
離
島
振
興
法
に
定
め

る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
内

に
お
け
る
特
別
償
却
設
備
に
関

す
る
固
定
資
産
税
の
免
除
を
実

施
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
本
条
例
は
、
総
合
振
興
計
画

審
議
会
の
名
称
変
更
と
、
新
た

に
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
検
討
委
員
会
が
創
設
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
総
合

振
興
計
画
審
議
会
が
総
合
計
画

審
議
会
に
名
称
が
変
更
と
な
る

こ
と
と
、
新
た
に
創
設
さ
れ
ま

す
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
検
討
委
員
会
を
構
成
す
る
委

員
の
報
酬
額
を
い
ず
れ
も
日
額

報
酬
で
、
会
長
は
五
千
円
、
委

員
は
四
千
五
百
円
を
追
加
し
、

他
の
委
員
報
酬
と
の
均
衡
を
図

◆
利
尻
町
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
事
件
を
定
め
る
条
例

○
本
条
例
は
、
総
合
計
画
の
基

本
構
想
の
策
定
と
定
住
自
立
圏

形
成
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件

と
し
て
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
「
利
尻
町
定
住
自
立
圏

の
形
成
に
係
る
議
会
の
議
決
に

関
す
る
条
例
（
平
成
二
二
年
条

例
第
六
号
）
」
は
廃
止
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

◆
利
尻
町
総
合
計
画
策
定
条
例

○
本
条
例
は
、
町
の
総
合
計
画

で
あ
る
「
第
5
次
利
尻
町
総
合

振
興
計
画
」
が
、
平
成
三
〇
年

度
で
そ
の
計
画
期
間
を
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
次
期
総
合
計
画

の
策
定
に
向
け
て
、
策
定
の
根

拠
と
な
る
新
た
な
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
職
員
の
旅
費
支
給
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
旅
費
の
内
、
島

外
の
宿
泊
料
に
つ
い
て
、
宿
泊

地
で
の
ホ
テ
ル
料
金
と
現
行
の

宿
泊
料
と
の
料
金
差
が
著
し
く
、

管
内
他
町
村
と
の
状
況
を
踏
ま

え
、
島
外
の
宿
泊
料
を
現
行
の

九
千
円
か
ら
一
万
円
に
引
上
げ

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

◆
利
尻
町
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
当
町
が
平
成
三

一
年
度
に
開
基
一
二
〇
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
各
関
連
事

業
実
施
の
た
め
の
財
源
確
保
を

す
る
こ
と
と
、
今
後
迎
え
る
周

年
事
業
の
た
め
の
財
源
を
計
画

的
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
特
定
目
的
基
金
と
し
て

「
開
基
記
念
事
業
基
金
」
を
新

た
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
利
尻
町
総
合
計
画
審
議
会
条

例○
本
条
例
は
、
町
の
総
合
計
画

で
あ
る
「
第
5
次
利
尻
町
総
合

振
興
計
画
」
が
平
成
三
〇
年
度

で
そ
の
計
画
期
間
を
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
次
期
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
地
方
自
治
法

第
一
三
八
条
の
四
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
町
長
の
附
属
機

関
と
し
て
の
審
議
会
を
設
置
す

る
た
め
、
本
条
例
を
新
た
に
制

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
離
島
振
興
対
策
実
施

地
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
平
成
二
五
年
度

税
制
改
正
で
離
島
地
域
に
お
け

る
租
税
特
別
措
置
が
改
正
さ
れ
、

離
島
地
域
指
定
内
で
製
造
業
等

を
営
む
事
業
者
が
取
得
等
を
し

た
償
却
設
備
の
割
増
償
却
制
度

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

「
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に

お
け
る
産
業
の
振
興
に
関
す
る

計
画
」
を
策
定
し
、
関
係
大
臣

よ
り
地
区
指
定
を
受
け
、
地
方

【
条
例
制
定
】

【
条
例
改
正
】
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◆
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、

関
連
す
る
本
町
の
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
の
対
象
と

な
る
業
種
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
業
が
削
除
さ
れ
、
新
た

に
農
林
水
産
物
等
販
売
業
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
自
治
会
館
等
の
建
設

又
は
整
備
事
業
補
助
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
地
域
住
民
が
自

主
的
に
活
動
を
行
う
、
自
治
会

館
の
建
設
や
改
修
等
に
要
す
る

費
用
に
対
し
、
三
十
万
円
以
上

を
要
す
る
場
合
そ
の
費
用
の
一

部
に
補
助
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

自
治
会
員
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

費
用
に
対
す
る
一
世
帯
当
た
り

の
負
担
が
増
大
し
て
い
る
状
況

か
ら
、
そ
の
補
助
率
を
引
上
げ
、

地
域
住
民
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

更
に
自
治
会
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
現
行
の
補
助
率
六
割
以

内
を
一
割
引
上
げ
、
七
割
以
内

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
尻
町
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
平
成
三
〇
年
四

月
か
ら
の
国
保
制
度
の
改
正
に

併
せ
て
、
葬
祭
費
を
二
万
円
か

ら
全
道
統
一
支
給
額
の
三
万
円

に
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

◆
利
尻
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
本
条
例
は
、
持
続
可
能
な
医

療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め

の
国
民
健
康
保
険
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
及
び
、
そ
の
改

正
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政

令
の
施
行
に
よ
り
、
本
町
の
後

期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
は
、

関
係
条
項
の
整
理
と
平
成
二
〇

年
度
か
ら
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
の
徴

収
の
特
別
措
置
を
終
了
す
る
も

の
で
す
。

◆
利
尻
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
三
年
を
一
期
と

し
て
策
定
し
て
い
る
、
現
在
の

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
が
、

平
成
二
九
年
度
で
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
平
成
三
〇
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
る
、
第
七
期
介
護

保
険
事
業
計
画
に
係
る
保
険
料

率
に
つ
い
て
、
平
成
三
〇
年
三

月
四
日
開
催
の
利
尻
町
介
護
保

険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
て
改
正
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、
市
町
村
の
質
問
検
査

権
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
従
わ
な

い
等
の
場
合
の
罰
則
が
強
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

◆
利
尻
町
企
業
促
進
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
町
内
で
の
企
業

の
事
業
活
動
を
促
進
す
る
た
め

の
優
遇
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。
現
行

の
条
例
で
は
、
町
内
に
事
業
場

を
再
開
す
る
者
の
助
成
期
間
を

三
年
間
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

企
業
振
興
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
助
成
期
間
を
五
年
間
に
拡

大
す
る
ほ
か
、
税
制
改
正
に
よ

る
離
島
振
興
に
係
る
税
制
度
の

支
援
を
追
加
し
、
町
内
企
業
の

事
業
活
動
促
進
を
図
る
よ
う
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。

◆
利
尻
町
漁
船
上
架
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
本
条
例
は
、
仙
法
志
漁
港
に

設
置
さ
れ
て
い
る
漁
船
上
架
施

設
が
国
直
轄
で
整
備
改
修
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
財
産
所
有
者

が
国
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
本

条
例
か
ら
当
該
施
設
を
削
除
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
平
成
二
九
年
度
利
尻
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
二
三

六
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
三
五
億
三
〇
四
六
万
円
に

す
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
る
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
「
北
の
桜
守
」
映
画
上
映
事

業
　
　
　
　
　
　

八
六
万
四
千
円　

○
仙
法
志
保
育
所
運
営
管
理
事

業
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
万
円

◆
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

利
尻
町
沓
形
字
富
士
見
町

　
　
　

小　

杉　

和　

樹　

氏

【
専
決
処
分
】

【
人
事
案
件
】
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　平成30年度の一般会計予算は、第1回町議会定例会において一般会計予算審査特別委
員会（委員長：蔵　昭南）が設置され、これに付託、審査されました。
　同委員会の審査は、3月7日から3月8日までの実質2日間にわたり、慎重に審議され、
3月8日本会議において上程され一般会計他11会計が原案のとおり可決されました。

平成30年度
　　一般会計他11会計予算は
　50億5,658万円で
　　　　　　　　 原案のとおり可決

平成30年度
　　一般会計他11会計予算は
　50億5,658万円で
　　　　　　　　 原案のとおり可決

※詳細は広報りしり4月号をご覧ください。

△ 1,785万1,000円

　521万9,000円

△ 170万0,000円

△ 2,400万0,000円

　△ 50万0,000円

106万8,000円

△ 759万7,000円

35億1,260万9,000円

4億 247万9,000円

7,859万9,000円

1億6,231万3,000円

5,671万2,000円

2億1,708万5,000円

2億2,256万2,000円

※△は減額です。

一般会計補正予算（第７号）

国民健康保険事業
特別会計補正予算（第４号）

下 水 道 事 業
特別会計補正予算（第２号）

漁業集落排水施設事業
特別会計補正予算（第２号）

特別養護老人ホーム
特別会計補正予算（第３号）

簡　易　水　道
特別会計補正予算（第４号）

補　正　額（増減） 予　算　総　額

【平成29年度補正予算】

利尻町宿泊施設
特別会計補正予算（第３号）

議会を傍聴しましょう
町政の主人公は町民の皆さんです！

定例町議会は年4回（3・6・9・12月）に開かれます。



谷
議
員　

停
電
時
の
対
応
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
二
月
二

四
日
に
発
生
し
た
停
電
は
、
二

月
の
厳
寒
の
時
期
に
長
時
間
に

渡
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
速
や
か

な
情
報
伝
達
の
対
応
な
ど
、
今

以
上
に
防
災
関
連
の
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
見
解
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

二
月
二
四
日
の
停

電
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
ま
ず

お
知
ら
せ
を
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

去
る
二
月
二
三
日
か
ら
二
四

日
に
か
け
て
、
前
線
を
伴
っ
た

低
気
圧
が
急
速
に
発
達
し
な
が

ら
宗
谷
海
峡
の
付
近
を
通
過
し

た
こ
と
に
よ
り
、
二
三
日
夜
か

ら
二
四
日
朝
に
か
け
て
西
寄
り

の
風
が
雪
を
伴
い
非
常
に
強
い

暴
風
雪
と
な
り
ま
し
た
。
沓
形

に
あ
る
ア
メ
ダ
ス
デ
ー
タ
で
は

瞬
間
最
大
風
速
二
五
・
二
ｍ
を

記
録
し
た
と
報
告
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
稚

内
地
方
気
象
台
は
二
三
日
午
後

四
時
一
〇
分
に
暴
風
雪
警
報
を

発
表
い
た
し
ま
し
て
、
利
尻
町

に
お
き
ま
し
て
も
当
日
Ｉ
Ｐ
告

知
端
末
、
防
災
放
送
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
で
注
意
喚
起
情
報

を
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
の
今
回
の

停
電
で
あ
り
ま
す
が
、
島
内
の

電
気
は
北
海
道
電
力
沓
形
火
力

発
電
所
を
起
点
と
し
て
、
主
要

な
幹
線
が
三
系
統
あ
り
、
今
回

は
鴛
泊
方
面
へ
向
か
う
一
系
統

と
沓
形
を
経
由
し
て
鬼
脇
方
面

に
向
か
う
一
系
統
が
停
電
を
い

た
し
ま
し
た
。
二
四
日
の
午
前

二
時
四
分
に
停
電
が
発
生
し
、

復
旧
し
た
の
が
二
四
日
の
正
午

す
ぎ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す

か
ら
、
一
〇
時
間
大
変
長
い
時

間
の
停
電
と
な
り
ま
し
た
。
電

線
な
ど
も
年
々
改
良
さ
れ
て
、

架
線
の
状
態
も
風
雨
や
風
雪
に

も
か
な
り
耐
え
ら
れ
る
も
の
に

改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
、
離
島

地
域
と
は
い
い
な
が
ら
、
こ
の

頃
で
は
稀
に
停
電
が
あ
り
ま
し

て
も
今
回
の
よ
う
な
長
時
間
の

停
電
は
し
ば
ら
く
無
か
っ
た
よ

う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
月

の
二
七
日
に
来
庁
し
ま
し
た
北

海
道
電
力
の
稚
内
営
業
所
長
か

ら
の
今
回
の
停
電
の
原
因
を
聞

き
取
り
し
ま
す
と
、
主
な
停
電

の
原
因
は
塩
分
を
含
ん
だ
重
く

湿
っ
た
雪
に
よ
る
も
の
で
、
そ

の
時
に
数
カ
所
同
時
に
、
各
箇

所
で
障
害
が
発
生
し
た
こ
と
、

ま
た
、
悪
天
候
で
あ
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
そ
の
委
託
を
受
け
て

い
る
利
尻
電
業
の
外
線
の
従
業

員
が
島
外
に
出
て
い
て
、
人
員

の
配
置
な
ど
も
課
題
が
あ
っ
た

も
の
が
重
な
っ
て
、
復
旧
に
時

間
を
要
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
幹
線
の
故
障
以
外
に
も

強
風
に
よ
っ
て
、
個
々
の
家
屋

へ
の
引
き
込
み
線
の
断
線
も
多

数
発
生
し
て
お
り
、
完
全
復
旧

に
は
な
お
時
間
を
要
し
た
結
果

に
な
っ
て
い
ま
す
。
停
電
の
発

生
が
深
夜
で
あ
り
ま
し
た
こ
と
、

暴
風
雪
が
厳
し
か
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
伝
達
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
、

さ
ら
に
は
長
時
間
に
渡
る
停
電

で
あ
っ
た
た
め
に
Ｉ
Ｐ
告
知
端

末
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
た
こ

と
な
ど
、
課
題
が
残
り
行
政
と

し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の
対
応
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
災
害
だ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
長
い
停
電

が
発
生
し
ま
す
と
、
今
の
時
代
、

暖
房
器
具
も
電
気
に
よ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
ま
し
て
、

暖
房
も
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
寒
気
厳
し
い
期
間
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
は
大
変
寒
い
中
、
ご

不
自
由
を
か
け
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
長
時
間
停
電

が
続
き
ま
す
と
、
色
々
と
大
変

不
自
由
な
事
態
が
長
く
続
く
こ

と
と
な
り
、
生
活
そ
の
も
の
に

支
障
を
発
生
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
下
水
道

も
、
マ
ン
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た

も
の
を
ポ
ン
プ
で
浄
化
セ
ン
タ

ー
に
送
る
わ
け
で
、
そ
れ
と
仙

法
志
地
区
も
同
様
に
マ
ン
ホ
ー

ル
か
ら
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
圧
送

す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
容
量
は
限
ら

れ
て
お
り
、
停
電
が
長
く
続
き

ま
す
と
、
飽
和
状
態
に
な
っ
て

マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
、
し
尿
汚
水

が
溢
れ
だ
す
と
い
う
心
配
が
発

生
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
停
電

が
発
生
し
ま
す
と
担
当
課
職
員

は
非
常
に
危
機
感
を
持
っ
て
対

応
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
状
況
に
な
り
ま
す
と
、
一
時

的
に
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
で
汚
水

を
汲
み
上
げ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
持
っ
て
行
き
処
理
を
す
る
こ

と
に
な
る
も
の
で
す
か
ら
、
冒

頭
お
話
し
た
よ
う
な
住
民
生
活

に
も
不
自
由
を
か
け
る
こ
と
も

勿
論
で
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
も
大
き
な
影
響
が
で
て
く
る

一　
　

般　
　

質　
　

問

停
電
時
の
対
応
に
つ
い
て

谷　

智
晴　
議
員

5
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事
態
に
な
り
ま
す
の
で
、
職
員

す
べ
て
危
機
感
を
持
ち
な
が
ら

早
い
復
旧
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
災

害
等
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

自
然
現
象
に
対
し
て
、
今
ま
で

も
事
前
に
注
意
喚
起
の
放
送
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
た
だ
災
害
発
生
後
の
情
報

伝
達
手
段
が
少
な
く
て
、
特
に

停
電
を
伴
っ
た
場
合
に
は
バ
ッ

テ
リ
ー
の
残
時
間
を
計
算
し
な

が
ら
の
情
報
伝
達
と
な
る
も
の

で
す
か
ら
、
長
時
間
に
渡
る
場

合
は
Ｉ
Ｐ
告
知
の
活
用
が
極
め

て
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
認
識

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
課
題
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
、
情
報
伝
達
の
多
重
化
に

向
け
て
、
執
行
方
針
で
も
申
し

上
げ
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
整

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
の
活
用
も
、

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

エ
フ
エ
ム
稚
内
と
災
害
時
の
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
回
の

災
害
時
に
も
通
常
放
送
の
枠
の

中
で
停
電
や
通
行
止
め
な
ど
の

利
尻
に
特
化
し
た
密
着
す
る
放

送
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
町
内
全
域

に
受
信
エ
リ
ア
を
広
げ
る
べ
く

仙
法
志
地
区
の
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
Ｉ
Ｐ
告
知
と

合
わ
せ
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど

も
、
町
内
全
域
で
迅
速
で
正
確

な
情
報
伝
達
す
る
べ
く
施
設
の

整
備
が
拡
大
す
る
と
思
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
北
海

道
や
北
海
道
電
力
な
ど
の
関
係

機
関
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

二
次
災
害
の
防
止
策
も
講
じ
つ

つ
、
早
い
復
旧
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
長
時
間
に
渡
っ
た
停
電
の
状

況
と
、
そ
れ
に
伴
う
対
応
に
つ

い
て
ご
答
弁
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

谷
議
員　

い
わ
ゆ
る
自
然
災
害

で
す
か
ら
、
誰
か
の
責
任
で
も

な
い
わ
け
で
す
が
、
今
の
文
明

が
発
達
し
た
時
代
に
、
色
々
な

対
策
を
と
っ
て
行
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
、

一
番
の
問
題
点
は
、
住
民
の
意

見
な
ど
も
聞
い
て
み
ま
す
と
、

や
は
り
知
ら
せ
ま
す
ケ
ン
の
バ

ッ
テ
リ
ー
機
能
の
電
源
が
す
ぐ

に
切
れ
て
し
ま
う
状
況
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
点
は
北
電
の
電

線
の
問
題
、
こ
の
二
点
だ
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
バ
ッ
テ
リ
ー

を
も
っ
と
大
き
い
も
の
に
す
る

に
は
、
町
の
財
政
負
担
と
な
り
、

多
額
の
資
金
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
バ
ッ
テ
リ
ー

方
式
を
そ
の
ま
ま
持
続
し
て
い

く
の
か
、
そ
れ
と
も
何
か
別
な

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。
北

海
道
電
力
の
話
は
、
町
長
と
お

話
し
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
経

緯
は
大
体
わ
か
り
ま
し
た
。
防

災
無
線
は
屋
外
で
は
流
れ
て
い

る
わ
け
で
す
が
、
強
風
で
何
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
あ
り
ま
し

た
。
沓
形
の
場
合
は
七
時
間
半

で
通
電
と
な
り
ま
し
た
の
で
携

帯
電
話
で
色
々
と
情
報
を
収
集

し
て
み
ま
し
た
。
今
は
ほ
と
ん

ど
の
方
が
携
帯
電
話
を
持
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
携
帯
は
一

回
充
電
す
る
と
、
相
当
日
数
が

持
ち
ま
す
し
、
こ
れ
を
何
と
か

活
用
し
て
、
メ
ー
ル
な
ど
で
一

斉
に
送
信
す
る
と
い
う
伝
達
方

法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
個
人

情
報
な
ど
の
問
題
も
あ
り
ま
す

が
、
携
帯
電
話
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
す
ご
く
有
意
義
な
も
の

に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
し
、

車
で
充
電
で
き
ま
す
の
で
、
そ

の
よ
う
な
方
法
も
ア
イ
デ
ア
で

あ
る
と
考
え
て
み
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
再
度
お
聞
き
し
ま

す
が
、
知
ら
せ
ま
す
ケ
ン
の
バ

ッ
テ
リ
ー
の
問
題
は
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
行
く
考
え
な
の
か
、

お
伺
い
し
ま
す
。

保
野
町
長　

今
回
の
よ
う
な
停

電
で
、
町
か
ら
住
民
へ
の
周
知
、

一
番
大
事
な
と
こ
ろ
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
し
て
、
三
年
前
、
一

〇
月
二
日
、
三
日
に
大
風
が
吹

い
て
、
防
災
無
線
の
ケ
ー
ブ
ル

が
各
所
で
断
線
し
、
道
路
に
使

用
物
が
た
く
さ
ん
散
乱
し
て
い

た
中
で
、
防
災
無
線
が
活
用
で

き
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
職
員

に
二
次
災
害
を
心
配
し
な
が
ら

広
報
車
で
状
況
を
伝
え
る
よ
う

に
走
っ
て
も
ら
っ
た
事
例
が
あ

り
ま
し
て
、
今
回
の
停
電
の
事

例
を
お
話
し
ま
す
と
、
私
は
町

民
の
方
も
、
あ
の
よ
う
な
災
害
、

天
候
の
悪
い
時
の
停
電
で
し
た

の
で
、
我
慢
は
し
て
く
れ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
問
題
は
い

つ
ま
で
我
慢
す
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
で
、
情
報
が
早

く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
一
番
住

民
の
方
に
す
れ
ば
落
ち
着
か
ず
、

寒
さ
も
含
め
て
、
今
回
大
変
厳

し
い
時
期
の
停
電
で
し
た
の
で
、

復
旧
の
目
処
さ
え
分
か
れ
ば
、

も
う
少
し
我
慢
し
て
く
れ
る
町

民
の
皆
さ
ん
も
大
勢
い
る
と
思

い
ま
す
。
問
題
は
情
報
を
伝
え

る
こ
と
の
遅
さ
、
こ
れ
が
課
題

だ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ご
指
摘
の

よ
う
に
平
成
二
五
年
頃
か
ら
利

礼
三
町
共
同
で
多
く
の
金
を
か

け
て
、
今
の
防
災
シ
ス
テ
ム
を

作
り
ま
し
た
。
線
さ
え
切
れ
な

け
れ
ば
非
常
に
聞
き
や
す
い
放

送
シ
ス
テ
ム
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
有
事
の
時
に
は
無

線
で
も
聞
こ
え
る
こ
と
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
今
回
Ｆ
Ｍ
わ
っ

ぴ
ー
の
ご
理
解
も
い
た
だ
い
て
、



総
務
省
の
助
成
も
も
ら
っ
て
、

利
尻
町
地
域
に
Ｆ
Ｍ
放
送
が
聞

こ
え
る
よ
う
な
環
境
を
現
在
進

め
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
こ
れ

が
整
備
さ
れ
る
と
、
情
報
は
伝

え
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
、
町
民
の
ラ
ジ

オ
は
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
含
め
ま
し
て
対
策
は

二
つ
三
つ
に
も
多
重
化
し
て
情

報
を
伝
え
な
い
と
な
ら
な
い
時

代
に
な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
指
摘
さ
れ

た
バ
ッ
テ
リ
ー
の
こ
と
で
す
が
、

今
の
シ
ス
テ
ム
が
、
国
の
大
き

な
補
助
を
も
ら
っ
て
整
備
し
た

も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
道
内
で
同
じ
よ
う
な

施
設
で
使
っ
て
い
る
町
が
二
〇

数
町
村
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
三

〇
年
度
に
使
用
期
間
が
も
う
終

わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
次
の

シ
ス
テ
ム
を
こ
れ
だ
け
防
災
放

送
が
町
内
徹
底
し
て
い
ま
す
か

ら
、
ま
し
て
、
町
内
の
電
話
は

無
料
で
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
施

設
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
非

常
に
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
シ
ス
テ

ム
で
す
が
、
今
度
更
新
し
な
い

と
な
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

関
係
首
長
方
と
は
、
い
つ
も
更

新
す
る
手
立
て
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
、
先
般
も
喜
茂
別
町
の

町
長
が
座
長
に
な
っ
て
、
利
礼

三
町
長
も
含
め
上
京
し
た
時
、

そ
れ
か
ら
札
幌
に
出
た
時
に
も

会
議
を
や
っ
て
、
こ
の
後
の
シ

ス
テ
ム
を
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
を
今
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
前
回
は
国
の
補
助
と
起

債
が
付
い
た
の
で
町
の
持
ち
出

し
は
極
め
て
少
な
く
、
整
備
で

き
ま
し
た
が
、
今
度
の
更
新
は

な
か
な
か
国
が
制
度
と
し
て
認

め
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

先
般
、
上
京
の
時
に
二
〇
人
ほ

ど
の
関
係
首
長
が
参
議
院
議
員

の
長
谷
川
岳
先
生
の
と
こ
ろ
に

集
め
さ
せ
て
も
ら
い
、
こ
の
先

の
、
更
新
が
必
要
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、
財
源
は
国

が
特
段
の
補
助
を
つ
け
て
も
ら

う
か
良
質
な
起
債
で
一
般
財
源

を
極
力
使
わ
な
く
て
も
い
い
よ

う
な
更
新
の
支
援
を
国
に
お
願

い
を
し
て
い
る
最
中
で
す
。
た

だ
、
そ
の
方
法
は
、
今
谷
議
員

さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
サ
ー

バ
ー
を
一
つ
持
っ
て
、
そ
れ
で

情
報
を
流
す
わ
け
で
す
が
、
非

常
に
お
金
が
か
か
る
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
後

の
更
新
の
機
種
は
、
ク
ラ
ウ
ド

方
式
で
谷
議
員
が
言
わ
れ
る
よ

う
に
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
を
使
っ
て
有
事
の
時

の
情
報
が
町
民
に
伝
わ
る
よ
う

な
方
法
の
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替

え
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
話
も
、
集
ま

っ
た
町
長
た
ち
の
中
で
は
出
て

い
る
の
で
す
が
、
町
に
よ
っ
て

は
、
礼
文
の
町
長
方
も
言
っ
て

お
り
ま
す
が
、
年
配
の
方
は
な

か
な
か
機
械
に
馴
染
め
な
い
で
、

こ
の
頃
や
っ
と
慣
れ
て
、
活
用

が
少
し
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
て
き

て
い
る
時
に
、
ま
た
新
し
い
機

種
を
入
れ
る
こ
と
に
、
町
民
の

方
の
不
自
由
さ
を
ど
う
す
る
の

か
と
い
う
こ
と
も
一
方
で
は
課

題
と
し
て
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
財
源
確
保
と
、

そ
れ
か
ら
三
〇
年
に
基
本
的
に

は
今
の
シ
ス
テ
ム
が
終
わ
り
、

メ
ー
カ
ー
も
一
年
二
年
は
使
え

る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
新
し
い

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
よ
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
、
も
し
シ
ス

テ
ム
が
変
わ
っ
て
、
今
の
サ
ー

バ
ー
で
各
家
庭
に
付
け
て
い
る

バ
ッ
テ
リ
ー
の
方
式
が
変
わ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
今
回
の
よ
う

に
バ
ッ
テ
リ
ー
が
切
れ
て
思
う

よ
う
に
情
報
が
伝
わ
ら
な
か
っ

た
環
境
が
、
変
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

三
一
年
度
か
ら
基
本
的
に
は
新

し
い
シ
ス
テ
ム
に
な
る
わ
け
で

す
か
ら
、
三
十
年
度
中
に
町
内

の
防
災
放
送
の
シ
ス
テ
ム
を
見

直
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
具
体
的
に
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
議
会
に
も
伝
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
間
違

い
な
く
期
限
が
来
る
こ
と
踏
ま

え
て
関
係
首
長
と
善
後
策
を
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
が

見
え
て
く
れ
ば
皆
さ
ん
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

谷
議
員　

町
長
が
仰
る
よ
う
に
、

何
通
り
も
色
々
な
伝
達
方
法
を

何
種
類
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
な
り
ま
す
。
例

え
ば
Ｆ
Ｍ
わ
っ
ぴ
ー
に
つ
い
て

は
、
私
共
の
と
こ
ろ
で
は
、
電

波
が
悪
く
て
ラ
ジ
オ
が
全
然
入

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

だ
結
構
入
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回

の
よ
う
な
自
然
災
害
が
年
々
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
感
じ
が
し

ま
す
し
、
更
に
は
巨
大
化
し
て

い
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

以
上
の
態
勢
を
進
め
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
シ
ス
テ
ム
更
新
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
色
々
な
こ
と
を

含
め
、
何
か
良
い
方
法
で
検
討

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
や
は
り
、
一
番
使

い
勝
手
の
良
い
方
法
で
情
報
を

伝
達
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
れ

ば
一
番
良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
町
長
が
掲
げ

て
お
り
ま
す
定
住
移
住
の
問
題

も
ご
ざ
い
ま
す
し
、
住
み
や
す

い
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
と

7
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思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
利
礼

三
町
、
関
係
町
村
と
話
し
合
い

し
な
が
ら
、
国
に
要
請
し
て
い

た
だ
い
て
住
み
や
す
い
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
て
質
問
を
終
わ
り

ま
す
。

保
野
町
長　

町
民
を
災
害
か
ら

守
る
こ
と
は
今
回
の
停
電
一
つ

に
留
ま
ら
ず
、
す
べ
て
の
住
民

の
皆
さ
ん
方
か
ら
の
協
力
を
も

ら
い
な
が
ら
、
津
波
の
時
は
こ

う
し
よ
う
、
地
震
の
時
は
こ
う

し
よ
う
と
い
う
訓
練
も
参
加
い

た
だ
い
て
、
一
人
の
犠
牲
者
も

出
さ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
、
執
行
方
針
で
も
申
し
上
げ

た
と
お
り
、
今
の
防
災
対
応
の

情
報
伝
達
を
含
め
て
、
総
務
課

の
方
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

も
今
回
ま
た
新
た
に
北
海
道
と

の
連
携
を
と
っ
て
地
域
の
防
災

対
策
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
も
念

頭
に
置
き
な
が
ら
住
民
に
対
す

る
伝
達
方
法
を
ど
の
よ
う
に
す

る
か
、
今
答
弁
の
中
で
少
し
お

話
し
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
決
定

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

ク
ラ
ウ
ド
方
式
、
携
帯
電
話
を

ほ
と
ん
ど
の
人
が
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
で
向
か
う
と

い
う
こ
と
も
、
今
の
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
て
い
る
二
〇
数
町
村

で
結
論
を
出
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
た
だ
少
し
で
も

安
く
、
本
町
で
も
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
も
の
を
更
新
す
る
に

し
て
も
一
億
円
く
ら
い
事
業
費

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
な
か
で
、

自
分
の
町
に
合
っ
た
、
町
民
に

不
自
由
を
か
け
ず
、
安
全
を
守

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
は
何
が
い

い
の
か
、
総
合
的
に
考
え
て
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

谷
議
員　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

に
つ
い
て
、
今
で
は
ど
の
店
で

も
利
用
で
き
、
町
民
に
も
浸
透

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
大
変

有
意
義
な
取
り
組
み
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民

か
ら
商
品
券
の
発
行
を
年
二
回

に
し
て
ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
町
長
の
見
解

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

保
野
町
長　

こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
た
経
緯
で
あ
り
ま
す

が
、
利
尻
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

発
行
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
生
活
支
援
と
町
外
へ
の

消
費
購
買
流
出
の
抑
制
と
、
そ

れ
に
伴
う
地
元
消
費
拡
大
に
よ

る
地
域
経
済
及
び
商
店
街
の
活

性
化
を
図
る
目
的
で
、
平
成
二

一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
二
一
年
の
年

に
、
利
尻
に
こ
に
こ
商
品
券
運

営
実
行
委
員
会
が
事
業
主
体
に

な
っ
て
、
町
が
プ
レ
ミ
ア
ム
率

の
二
〇
％
を
助
成
し
て
ハ
マ
ナ

ス
ス
タ
ン
プ
会
加
盟
店
が
取
扱

い
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
も
の

が
最
初
で
あ
り
ま
す
。
次
の
年

の
二
二
年
度
に
は
、
ハ
マ
ナ
ス

ス
タ
ン
プ
加
盟
店
だ
っ
た
と
こ

ろ
を
さ
ら
に
広
げ
て
町
内
の
商

店
等
、
漁
協
も
取
扱
店
に
な
り

ま
し
た
。
平
成
二
三
年
度
は
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
平

成
二
四
年
度
か
ら
二
六
年
度
ま

で
の
三
年
間
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
を
除
く
町
内
全
店
が

取
扱
店
と
な
り
ま
し
た
。
平
成

二
七
年
度
に
は
、
国
の
地
域
活

性
化
地
域
住
民
生
活
等
支
援
交

付
金
事
業
と
北
海
道
追
加
発
行

支
援
事
業
を
活
用
し
て
事
業
を

行
い
、
取
扱
店
は
町
内
全
て
の

商
店
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
平
成
二
八
年
度
、

二
九
年
度
は
町
の
単
独
事
業
と

し
て
取
扱
店
も
町
内
全
店
と
し

て
実
施
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

2
問
目

お
話
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

よ
う
に
事
業
実
施
当
初
は
、
取

扱
店
を
ハ
マ
ナ
ス
ス
タ
ン
プ
会

加
盟
店
に
限
定
し
て
始
ま
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
町
民
か

ら
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
、
平

成
二
二
年
度
で
は
町
内
商
店
に

拡
大
し
て
、
漁
協
も
加
わ
り
、

さ
ら
に
は
平
成
二
七
年
度
で
国

の
支
援
も
あ
り
、
セ
イ
コ
ー
マ

ー
ト
や
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
も
加
わ
っ
て
町
内
全
店

に
拡
大
を
し
て
い
る
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

二
三
年
度
を
除
い
た
、
昨
年
度

ま
で
の
八
年
間
の
額
面
販
売
金

額
は
一
億
九
〇
〇
〇
万
を
超
え

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
国
・

道
費
と
合
わ
せ
た
補
助
金
が
、

三
二
八
〇
万
円
余
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
補
助
分
が
通

常
の
個
人
消
費
に
加
え
て
地
元

消
費
拡
大
に
繋
が
っ
て
い
る
も

の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
九
年
度
の
事
業
実
績
に
つ
き

ま
し
て
は
、
額
面
販
売
額
二
一

五
二
万
九
〇
〇
〇
円
、
換
金
率

は
九
九
・
七
％
と
報
告
を
受
け



て
お
り
ま
す
。
発
行
か
ら
二
か

月
間
で
、
約
六
割
が
使
わ
れ
て

商
店
に
換
金
さ
れ
、
業
種
販
売

店
等
の
利
用
率
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
が
一
番
高
い
わ
け

で
す
が
、
町
が
プ
レ
ミ
ア
ム
率

の
二
〇
％
を
助
成
し
た
分
が
、

間
違
い
な
く
地
元
の
消
費
拡
大

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
ご
質
問
に
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
年
二
回
の
発
行

は
、
こ
の
事
業
の
目
的
が
地
域

住
民
の
生
活
支
援
と
地
元
消
費

拡
大
、
更
に
は
地
域
経
済
及
び

商
店
街
の
活
性
化
を
さ
ら
に
推

し
進
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
は

十
分
わ
か
り
ま
す
が
、
現
下
の

本
町
の
財
政
状
況
を
見
る
と
き

に
、
費
用
対
効
果
や
事
業
規
模
、

回
数
な
ど
を
事
業
実
施
主
体
で

あ
り
ま
す
利
尻
に
こ
に
こ
商
品

券
運
営
実
行
委
員
会
と
検
証
し

ま
し
て
、
さ
ら
に
は
商
工
会
と

も
十
分
に
協
議
を
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
町
民
の
み
な

さ
ん
へ
の
支
援
や
今
申
し
上
げ

て
き
た
町
内
の
経
済
発
揮
効
果

も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
補
正
予
算
で
措
置
し
て
い

た
も
の
を
、
当
初
予
算
に
、
こ

れ
か
ら
予
算
審
議
い
た
だ
き
ま

す
が
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
の
思
い
も

ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
主
旨
を

受
け
止
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

谷
議
員　

や
は
り
大
半
の
住
民

が
良
し
と
す
る
こ
と
は
、
な
る

べ
く
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
財
源
の
問
題

も
仰
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ふ

る
さ
と
納
税
や
色
々
な
も
の
も

入
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
莫
大
な
金
額
で
な
い
限
り

は
、
少
し
抑
え
な
が
ら
も
二
回

に
す
る
と
い
う
こ
と
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
販
売
し
て
か
ら
物

を
買
う
期
間
が
長
い
こ
と
な
ど
、

結
局
二
回
が
難
し
い
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
あ
る
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
短
縮
す
れ
ば
年
に

二
回
や
る
こ
と
は
可
能
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
春
と
冬
を
迎
え

る
寸
前
に
や
れ
ば
、
住
民
生
活

に
も
対
応
が
出
来
て
喜
ば
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
は
し

ま
す
。
色
々
意
見
を
聞
い
て
み

ま
す
と
年
に
二
回
く
ら
い
は
是

非
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
が
一
点
、
も
う
一
点
話

が
出
て
い
る
の
は
、
自
営
業
者

や
漁
師
の
方
、
ま
た
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
商
品
券
の
販
売
日
を
、
二

五
日
く
ら
い
に
設
定
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
大
変
購
入
し
や
す

い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

出
来
れ
ば
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

踏
ま
え
な
が
ら
臨
機
応
変
に
住

民
の
意
向
に
沿
っ
た
形
で
進
め

て
い
た
だ
い
て
、
町
民
皆
さ
ん

に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
配
慮
を
お

願
い
し
て
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

保
野
町
長　

谷
議
員
さ
ん
の
ご

質
問
の
主
旨
、
受
け
止
め
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
限
度
額
を
上
げ
て
、
ま
と

ま
っ
た
お
金
を
調
達
で
き
る
人

が
購
入
し
て
し
ま
い
、
あ
と
か

ら
欲
し
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
も

う
売
り
切
れ
て
無
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
も
聞
き
ま
し
た
の
で
、

商
工
会
が
窓
口
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
限
度
額
を
下
げ
て
、

薄
く
広
く
メ
リ
ッ
ト
が
出
る
よ

う
な
活
用
を
、
去
年
く
ら
い
か

ら
行
っ
て
お
り
ま
す
し
、
販
売

の
時
期
の
問
題
も
、
お
話
を
聞

き
ま
し
た
の
で
、
商
工
会
と
現

場
の
担
当
課
と
協
議
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
よ
り
住
民
の
皆

さ
ん
方
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
運

用
が
で
き
れ
ば
良
い
の
か
な
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

9
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任
期　

平
成
26
年
10
月
8
日
〜

　
　
　

平
成
30
年
10
月
7
日

監
査
の
種
類
と
内
容

⑴
例
月
出
納
検
査
（
地
方
自
治

法
第
2
3
5
条
の
2
第
1
項
）

　

会
計
管
理
者
が
管
理
す
る
現

金
の
出
納
に
つ
い
て
、
検
査
資

料
に
基
づ
き
毎
月
の
計
数
を
照

合
確
認
し
、
そ
の
保
管
状
況
及

び
町
の
財
政
支
出
の
動
態
に
つ

い
て
検
査
し
ま
す
。

⑵
決
算
審
査
（
地
方
自
治
法
第

2
3
3
条
第
2
項
及
び
地
方
公

営
企
業
法
第
30
条
第
2
項
）

　

町
長
か
ら
審
査
に
付
さ
れ
た

決
算
書
、
そ
の
他
の
証
書
類
に

基
づ
い
て
計
数
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
例
月
出
納
検
査
な
ど

の
結
果
を
勘
案
し
、
予
算
の
執

行
と
会
計
処
理
が
適
法
で
あ
る

か
ど
う
か
を
審
査
し
ま
す
。

⑶
健
全
化
判
断
比
率
等
審
査

（
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
第
3
条
及

び
22
条
）

す
が

わ
ら

ひ
と

し

ふ
じ

い

の
ぶ

ゆ
き

　

町
長
か
ら
審
査
に
付
さ
れ
た

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足

比
率
及
び
そ
の
算
定
の
基
礎
と

な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を

確
認
し
、
比
率
が
適
正
に
算
定

さ
れ
て
い
る
か
を
審
査
し
ま
す
。

⑷
そ
の
他

　

上
記
以
外
に
地
方
自
治
法
に

よ
り
財
政
援
助
団
体
等
監
査
、

定
期
監
査
、
随
時
監
査
、
行
政

監
査
、
基
金
運
用
状
況
審
査
、

住
民
監
査
請
求
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　

利
尻
町
議
会
事
務
局

　

監
査
委
員
事
務
局

　

☎
0
1
6
3
―
8
4
―
2
3

　

4
5
（
町
代
表
）

　

内
線
3
0
1
、
3
0
2

監
査
委
員
制
度

　

監
査
委
員
は
、
地
方
自
治
法

1
9
5
条
第
1
項
の
規
定
に
よ

り
、
監
査
を
行
う
た
め
に
地
方

公
共
団
体
に
設
置
さ
れ
て
い
る

独
任
制
の
機
関
で
あ
っ
て
、
町

長
の
指
揮
監
督
を
受
け
ず
に
独

立
し
た
立
場
で
監
査
を
行
い
ま

す
。

　

監
査
等
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ

き
、
町
の
財
務
に
関
す
る
事
務

の
執
行
が
公
正
で
合
理
的
か
つ

効
率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

挙
げ
る
よ
う
に
し
て
い
る
か
、

組
織
及
び
運
営
の
合
理
化
に
努

め
て
い
る
か
な
ど
と
い
っ
た
点

に
特
に
注
意
を
し
て
監
査
し
て

い
ま
す
。

　

定
数
は
、
地
方
自
治
法
1
9

5
条
第
1
項
及
び
利
尻
町
監
査

委
員
条
例
で
2
人
と
定
め
て
い

ま
す
。

監
査
委
員
の
選
任

　

監
査
委
員
は
、
人
格
が
高
潔

で
行
政
運
営
に
関
し
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
者
1
名
と
町
議
会

議
員
の
な
か
か
ら
1
名
を
議
会

の
同
意
を
得
て
町
長
が
選
任
し

ま
す
。
ま
た
、
地
方
自
治
法
第

1
9
9
条
の
3
の
規
定
に
よ
り
、

識
見
を
有
す
る
者
か
ら
「
代
表

監
査
委
員
」
を
選
任
し
て
い
ま

す
。　

　

任
期
は
、
識
見
選
任
委
員
が

4
年
で
、
議
員
選
任
委
員
は
議

員
の
任
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

利
尻
町
の
監
査
委
員
は
、
次

の
2
名
で
す
。

氏
名　

菅　

原　

一　

志

選
出　

識
見

任
期　

平
成
29
年
12
月
20
日
〜

　
　
　

平
成
33
年
12
月
19
日

備
考　

代
表
監
査
委
員

氏
名　

藤　

井　

信　

幸

選
出　

議
選

利
尻
町
監
査
委
員
に
つ
い
て



①勤務先　②出身地　③趣味　④抱負（一言）

新採用職員紹介

①勤務先 ②出身地 ③趣味 ④抱負（ 言）

よろしくお願いします！
～笑顔で一生懸命

　　　    がんばります～

よろしくお願いします！
～笑顔で一生懸命

　　　    がんばります～

11

①利尻町役場
　総務課財政管財係
②北見市常呂町
③食べること・料理
④みなさんのお役に立てるよ
　うがんばります。よろしく
　お願いします。

菅 原 茉 由　さん
すが わら ま ゆ

①利尻町役場
　くらし支援課福祉係
②利尻町沓形
③音楽を聴いたり、楽器を吹
　くこと
④社会人になりたてで右も左
　もわかりませんが、一生懸
　命頑張ります！よろしくお
　願いいたします！！

荒 関 みくる　さん
あら せき

①利尻町立博物館
②大阪府泉大津市
③音楽鑑賞、写真撮影
④町民の皆さまにより楽しん
　でいただける博物館を目指
　して、展示づくりやイベン
　ト開催などに尽力して参り
　たいと存じます。どうぞよ
　ろしくお願いいたします。

冨 岡 森 理　さん
とみ おか しん り

①利尻町役場
　まち産業推進課商工観光係
②岩見沢市
③登山、スキー
④仕事も私生活も充実したも
　のになるように頑張ります。
　よろしくお願いします。

市 原 みづき　さん
いち はら

①利尻町教育委員会　管理係
②江別市
③スノーボード、バスケット
　ボール
④いち早く町民の皆様に覚え
　て頂けるよう、仕事で活躍
　できるよう、初心を忘れず、
　公私ともにより良いパフォ
　ーマンスをしていくことを
　誓います！村 井 雅 登　さん

むら い まさ と

①利尻町役場
　総務課防災エネルギー係
②利尻町沓形
③音楽鑑賞・スポーツ
④社会人として町民のみなさ
　まのお力になれるようがん
　ばりますので、よろしくお
　願いいたします。

佐 藤 　 翼　さん
さ とう つばさ

①利尻町役場
　総務課税務係
②利尻町沓形字泉町
③釣り、音楽鑑賞、グルメ
④一日も早く仕事を覚え、皆
　様の顔と名前を覚え、私の
　ことも覚えていただけるよ
　う頑張りますので、何卒よ
　ろしくお願いいたします。

鎌 田 大 智　さん
かま だ だい ち

①利尻町砕石事業所
②利尻町仙法志
③釣り
④これまでの経験を生かし、
　職員として心機一転頑張っ
　ていきたいと思います。よ
　ろしくお願いします。

小 屋 　 誠　さん
こ や まこと

①沓形保育所／仙法志保育所
②利尻町沓形
③海水浴、音楽鑑賞
④子どもたちが笑顔で充実し
　た生活を送ることができる
　ようサポートさせていただ
　きたいと思います。

大 窪 彩 香　さん
おお くぼ あや か



和 田 吉 生　さん
わ よしだ き

　４月から赴任しています。島の自然や季節の移り変わりを肌で感じな
がら、少しずつ診療にも慣れてきた今日この頃です。これまでは羽幌や
天売・焼尻、オホーツク紋別などで地域医療に従事してきました。得意
分野は腎・泌尿器、消化器、循環器、感染症、緩和医療等々ですが、赤
ちゃんからお年寄りまで、頭から爪先まで、なんでも診療させて頂きま
す。カラダのことで困ったことがありましたら、ぜひお気軽にご相談下
さい。

利尻島国保中央病院　診療部長

仙 波 佳 祐　さん
せん けいば すけ

　４月に赴任しました仙波と申します。
　昨年は市立稚内病院の内科、その前は名寄の消化器内科で働いており、
毎日、胃カメラ、大腸カメラをしていました。胃がん、大腸がんは“早
期に見つければ”手術しなくても完治できる病気ですので、しばらくカ
メラを受けていない方は是非、受けに来てください。一年間よろしくお
願いします。

利尻島国保中央病院　医長

12

①訪問看護ステーション
　やすらぎ　看護師
②岩手県
③散歩、読書、食べ歩き
④島の生活を満喫しつつ、
　仕事も一生懸命に取り組
　んでいきたいと思います。
　よろしくお願いします。

西 城 夕 子　さん
さい じょう こゆう

①利尻島国保中央病院
　事務員
②札幌市
③音楽鑑賞、読書、詩吟
④皆様方のご要望に添えま
　すよう、これからも努力
　してまいる所存でござい
　ます。何とぞ、ご指導ご
　鞭撻のほどよろしくお願
　い申し上げます。

岡 田 一 孝　さん
おか だ たかかず

①利尻島国保中央病院
　臨床工学技士
②札幌市
③自転車、キャンプ、釣り
④島の医療に貢献できるよ
　うがんばります。

水 澤 明 仁　さん
みず さわ ひとあき

①利尻島国保中央病院
　看護師
②札幌市
③ダイビング
④利尻に来て１年が経ちま
　した。人の温かさ、良さに
　日々助けられています。自
　分自身、人として看護師と
　して成長できるよう頑張
　っていきたいと思います。

花 房 妃小香　さん
はな ぶさ かひ さ

①利尻島国保中央病院
　看護師
②当別町
③音楽鑑賞、食べること
④もうすぐ利尻に来て１年
　が経ちます。これからも色
　々な経験をしながら楽し
　く充実した生活を送り、成
　長していけたらと思いま
　す。よろしくお願いします。

栗 原 絵梨花　さん
くり はら かりえ

①勤務先　②出身地　③趣味　④抱負（一言）

利尻島
国保中央病院
紹介コーナー
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駐 在 所 だより駐 在 所 だより
《着任のご挨拶》
　この度、新築・移転した沓形駐在所に赴任しました宮治です。
　前任地は、札幌方面伊達警察署で、刑事課員として事件捜査
を担当していました。
　制服を着ての現場勤務は10年振りになりますが、事件・事
故の無い安全・安心なまちづくりのため、尽力していきたいと
思いますので、よろしくお願い致します。

稚内警察署  沓形駐在所
所　長
（警部補）宮 治 悠 有 さん

みや じ ゆ う

消防庁長官表彰
永年勤続功労章

柴　

田　
　
　

諭 

氏

団
長
利
尻
町
消
防
団

利
尻
町
沓
形
字
日
出
町

　

永
年
に
わ
た
り
利
尻
町
消
防
団

員
と
し
て
、
そ
の
職
務
に
精
励
し

一
意
専
心
消
防
業
務
に
献
身
的
努

力
を
続
け
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

消
防
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

特別養護老人ホーム「ほのぼの荘」から
ご報告とお礼を申し上げます
特別養護老人ホーム「ほのぼの荘」から
ご報告とお礼を申し上げます

　この度、ほのぼの荘では「特別養護老人ホーム備品基金」を活用して、『吸引器…３台』、
『コールマット（離床センサー）…１台』、『車いす…１台』を整備させていただきました。

　ほのぼの荘では、備品購入資金としていただきましたご寄附を「特別養護老人ホーム備
品基金」に積み立て、施設に必要な備品を購入する財源として、必要に応じて活用させてい
ただいております。当施設に対する金品の寄附、またボランティア訪問など、皆様の日ごろ
からの温かな善意に対しまして、あらためて感謝を申し上げます。

《吸引器》《吸引器》 《コールマット》《コールマット》 《車いす》《車いす》
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　利尻町では、利尻を「心のふるさと」として想う方々に寄附という形でまちづくりに参画いた
だき、「協働のまちづくり」を積極的に進め、最北の国立公園の美しい利尻島を守り育て、個性
豊かで活力あるまちづくりを一層推進するため、「利尻町ふるさと応援寄附」を募っております。
　本町の魅力ある政策を全国にＰＲしながら、内からは「誇れる地域」、外からは「憧れる地域」、
「住んでみたい地域」となるよう、今以上の満足度とイメージの良い魅力的な町をつくってまい
ります。
　皆さんのご寄附が利尻町の未来を創ります。皆さんの心温まる応援を心よりお待ちしており
ます。

１．環境保全に関する事業

２．保健・医療・福祉に関する事業

３．教育・文化活動に関する事業

４．地場産業及び地域振興に関する事業

５．観光に関する事業

６．国内及び国際交流に関する事業

７．ＮＰＯ法人支援に関する事業

・産業廃棄物有効活用事業、登山道整備事業など

・医療技術者、介護福祉士の人材育成及び確保事業など

・海藻クラフト普及事業、歴史的建造物保全事業など

・ウニ、ナマコ人口採苗及び中間育成事業など

・新たな観光スポット創出事業など

・都市との交流事業など

・利尻町内のＮＰＯ法人支援事業など

　次の７つの応援メニューから選択いただき、寄附金はその応援メニューに関した事業に充てさ
せていただきます。

●寄附を募集する事業内容

○寄附金は一口5,000円を基本としますが、おいくらでも構いません。
　（寄付金控除を受ける場合の最低額は2,000円となっております。）
○電話によるお申し込み方法・・・お電話いただければ申し込み・問い合わせできます。
　■電話番号　　利尻町役場　まちづくり政策課企画振興係　0163－84－2345
○インターネットでのお申し込み方法・・・ＷＥＢ上で寄付申込み・クレジットカード決済まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がワンストップでできます。
　■利尻町ホームページＵＲＬ　http://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/01518

●寄附金の募集方法

○平成29年4月1日～平成
　30年3月31日までにお寄
　せいただいた寄附の状況
　をご紹介します。
　全国の多くの皆様からご
　寄附いただき心より感謝
　申し上げます。

～下記のいずれかで応募願います。～

●寄付の状況について

利尻町では 利尻を「心のふるさと」として想う方々に寄附という形でまちづくりに参画いた

利尻町ふるさと応援寄附について利尻町ふるさと応援寄附について利尻町ふるさと応援寄附について

1　環境保全に関する事業
2　保健、医療、福祉に関する事業
3　教育、文化活動に関する事業
4　地場産業及び地域振興に関する事業
5　観光に関する事業
6　国内及び国際交流に関する事業
7　ＮＰＯ法人支援に関する事業
8　指定なし

1,084
504
690
641
328
10
21

1,498
4,812

27,505,000
15,235,764
15,729,000
15,734,005
7,560,000
330.000
698,000

41,111,000
123,902,769

寄附金活用事業 件数（件） 金額（円）

合　　　計
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○利尻町では、「利尻町ふるさと応援寄附」でお寄せいただいた寄附金を各事業に活用させてい
　ただいております。

●運用状況について

平成23年度

平成28年度

平成29年度

年　度 事　業　の　種　類 事　　業　　名 金額（円）

4,344,925

1,012,000

950,000

1,000,000

1,000,000

800,000

5,500,000

3,000,000

1,900,000

観光に関する事業

保健、医療、福祉に関する事業

保健、医療、福祉に関する事業

教育・文化活動に関する事業

教育・文化活動に関する事業

教育・文化活動に関する事業

地場産業及び地域振興に関する事業

地場産業及び地域振興に関する事業

観光に関する事業

観光誘客事業補助金

感染症予防対策事業

感染症予防対策事業

小学校管理事業（学校管理用備品）

小学校校舎維持修繕事業（仙法志小学校便所改修）

社会教育事業（ふるさとleaning推進事業）

雇用機会拡充事業

企業促進振興奨励事業

滞在型観光促進事業

　利尻町みどり豊かなまちづくり推進委員会
では、本年も花がいっぱいの潤いのあるまち
づくりを推進するため「花いっぱい運動」を
5月26日に実施しました。
　当日は、沓形・仙法志両地区で約400人の
参加をいただきました。
　また、本事業は稚内建設管理部利尻出張所、
北辰建設コンサルタント㈱、一般財団法人セ
ブン－イレブン記念財団からの花株等の寄贈
や助成金により、11,000株を植栽すること
ができました。

いっぱい運動花いっぱい運動

　この運動にご参加、ご協力いただいた方々
に深く感謝を申し上げるとともに、今後も当
推進委員会事業に対するご理解ご協力をよろ
しくお願いいたします。

　（利尻町みどり豊かなまちづくり推進委員会）
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保険証が新しくなります

●新しい保険証の有効期限は、平成31年7月31日までです。
●紛失したときや汚れたときは再交付しますので、利尻町役場
　くらし支援課保健係までご連絡願います。

新しい保険証の色は桃色です新しい保険証の色は桃色です

減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成30年7月31日をもって満了となるため、8月以
降は使用できなくなります。有効期限は保険証と同じく1年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月１日からは
水色の減額認定証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、利尻町役場くらし
支援課保健係へご連絡願います。

新しい減額認定証は水色です新しい減額認定証は水色です

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

区分Ⅰ

区分Ⅱ •世帯全員が住民税非課税である方

•世帯全員の所得が0円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

•老齢福祉年金を受給されている方

世帯全員が住民税非課税である方のうち、
次のいずれかに該当する方

　現在ご使用の保険証の有効期限が平成30年7月31日をもって満
了となるため、8月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きました
ら、桃色の保険証をご使用ください。

後期高齢者医療制度
のお 知らせ

●保険証（被保険者証）の一斉更新について



高額療養費の1ヶ月自己負担限度額が変更されます
　高額療養費の自己負担限度額が平成30年8月から次のとおり見直しされます。

※多数該当（過去12ケ月3回以上世帯単位で高額療養費支給を該当し、4回目以降の支給該当）
　の場合の自己負担限度額は140,100円（現役Ⅲ）、93,000円（現役Ⅱ）、44,400円（現役
　Ⅰ及び一般）です。

●高額療養費の見直しについて
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〒060-0062
札幌市中央区南2条西14丁目 国保会館6階
電話 011－290－5601

北海道後期高齢者医療広域連合
利尻町沓形字緑町14番地1
電　話 84－2345
IP電話 84－0117

利尻町役場 くらし支援課 保健係
お 問 い
合わせ先
お 問 い
合わせ先

区　　　分
平成30年7月まで

外　　来
〔個人単位〕

57,600円

14,000円

8,000円

57,600円

24,600円

15,000円

57,600円

24,600円

15,000円
8,000円

外来＋入院
〔世帯単位〕

平成30年8月から

外　　来
〔個人単位〕

外来＋入院
〔世帯単位〕

80,100円＋
（医療費総額－
267,000円）
×0.01

現 役 並 み
所　得　者

住　民　税
非課税世帯

現　役　Ⅲ

現役Ⅲ

現役Ⅱ

現役Ⅰ

一　般

区　分

住民税の課税所得が690万円以上の被保険者、その方と同一世帯にいる被保険者の方

Ⅲに該当せず、住民税の課税所得が380万円以上の被保険者、
その方と同一世帯にいる被保険者の方

Ⅲ・Ⅱに該当しない3割負担の被保険者の方

住民税課税世帯で1割負担の被保険者の方

対　象　と　な　る　方

現　役　Ⅱ

現　役　Ⅰ

一　　　　　般

区　分　Ⅱ

区　分　Ⅰ

252,600円＋（医療費総額
－842,000円）×0.01

167,400円＋（医療費総額
－558,000円）×0.01

80,100円＋（医療費総額
－267,000円）×0.01

18,000円
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H25年度から大きく変化しているのが特定健診の受
診率です。健診を受ける方が増えたことによって、
より多くの方の健康状態がわかり、利尻町の健康課
題がより浮き彫りとなりました。今回は、健診の状
況から利尻町の健康状態を考えてみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　（保健指導係）

（健診を受ける方が増えてきています）
　左のグラフは国保加入者の健診受診率の推移で
　す。健診を１度受けた方は、健診を受ける必要
　性を感じ、毎年健診を受け続けてくれているこ
　とが、受診率が上がっている要因となっていま
　す。H30年度は受診率50％（健診を受ける方が
　多数派）になることを目指して活動しています。

（利尻町の方は血圧が高い！）
　健診結果を集計して、即病院受診を勧める要注
　意な血圧の方が健診を受けた方の14％を占め
　ることがわかりました。その割合は全国の市町
　村の中でもトップクラスです。健診を受けてな
　い方の中にも、こんな血圧の方がいるかもしれ
　ないと心配になります。14％の内訳を見ると、
　血圧の薬を飲んでいる方と飲んでいない方が半
　数ずつでした。通院されている方もそうでない
　方も、実際の検査数値を把握しておくことが大
　切です。

「ちょっとした数値の変化を察知し、すぐに改善！」
　70代のBさん夫婦は毎年島外でドックを受け、結果を保健師や栄養士に
見てほしいと来庁されます。毎年ちょっとしたコレステロールや血糖値の
変化を見逃しません。間食の見直しや運動を取り入れ、翌年には改善され
ています。その甲斐あって、お二人とも薬を飲まずに健康でとても若々し
いです。

「健診を受けて血圧を正常値にできた！」
　もともと病院嫌いの60代のAさん。健診も受けたことがありませんでした。栄養士が
健診を勧めに訪問し、血圧測定したところ、要注意な血圧であることにびっくり。その
後１週間ほど血圧を測っても高いまま。気になって健診を受けることにしました。幸い
Ａさんの血圧が脳・心臓・腎臓にまだ影響していないことが健診によってわかりました。
すぐに病院受診し、服薬して今では正常な血圧を保っています。

～幸福は健康なカラダから～
りしり元気塾

特定健診受診率　右肩上がり特定健診受診率　右肩上がり

即受診を勧める要注意な血圧値即受診を勧める要注意な血圧値

た 栄養士が

実際にあった「健診を受けてよかった！」の声実際にあった「健診を受けてよかった！」の声

ここまで上がった血圧の血管への負担
はかなりのものです。まずは薬の調整
をして、血圧を正常まで下げることが
必要です。

上160以上または下100以上

50％

26年度 27年度 28年度 29年度25年度

40％

30％

20％

28.0％28.0％
31.4％31.4％

38.4％38.4％

44.1％44.1％

22.5％22.5％
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海上保安庁職員（海上保安大学校・
海上保安学校学生）募集

海上保安庁職員（海上保安大学校・
海上保安学校学生）募集
海上保安庁は、平成31年4月採用の職員
（大学校・学校学生）を募集します。

■採用予定人数（※は平成30年度採用数です）
　☆海上保安大学校‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※約60名
　☆海上保安学校　船舶運航システム課程‥※約185名
　　　　　　　　　航空課程‥‥‥‥‥‥‥※約10名
　　　　　　　　　管制課程‥‥‥‥‥‥‥※約20名
　　　　　　　　　情報システム課程‥‥‥※約60名
　　　　　　　　　海洋科学課程‥‥‥‥‥※約15名
　～採用後は職員となり給与を受給しながら学生として教育を受けます～
　　　海上保安大学校　4年間（卒業後、国際航海・研修を含め4年9ヶ月）
　　　海上保安学校　　1年間又は2年（管制課程・情報システム課程）

■採用試験日程（第1次試験日）
　☆海上保安大学校　10月27日（土）・28日（日）
　☆海上保安学校　　9月23日（日）

■受付期間
　☆海上保安大学校　郵送・持参　　　8月23日（木）～8月27日（月）
　　　　　　　　　　インターネット　8月23日（木）～9月3日（月）　　
　☆海上保安学校　　郵送・持参　　　7月17日（火）～7月19日（木）
　　　　　　　　　　インターネット　7月17日（火）～7月26日（木）

■受験資格
　☆海上保安大学校
　　平成30年4月1日において、高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から
　　起算して2年を経過していない者及び、平成30年3月までに高等学校又は、中等
　　教育学校を卒業する見込みの者等
　☆海上保安学校
　　平成30年4月1日において、高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日から
　　起算して５年を経過していない者及び、平成30年3月までに高等学校又は、中等
　　教育学校を卒業する見込みの者等。

■お問い合わせ先
　稚内海上保安部管理課（稚内市開運2丁目2番1号）☎0162－22－0118
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　地域産業の活性化や町・団体が取り組む地域活性化事業に従事する新たな人材を都市部か
ら受け入れる「地域おこし協力隊」制度。利尻町では、平成22年度からこの制度の活用を始
めました。4月、5月から2名の協力隊員を採用しましたのでご紹介いたします！

氏名 （公営塾スタッフ）
おお むら けん すけ

大 村 健 祐

地域産業の活性化や町 団体が取り組む地域活性化事業に従事する新たな人

地域おこし協力隊員を
紹介します！
地域おこし協力隊員を
紹介します！

氏名 （栽培漁業推進員）
いの としうえ たつ

井 上 竜 駿

　　　　　　　　　　　　★出身地　東京都大田区
　　　　　　　　　　　　★これまでの経歴
　　　　　　　　　　　　　北海道大学大学院卒業後、国土交通省に勤務。鉄道、港湾行政に携
　　　　　　　　　　　　　わってきました。
　　　　　　　　　　　　★活動内容
　　　　　　　　　　　　　『まなび café Ri-shi』において、高校生への学習サポート等を通
　　　　　　　　　　　　　じて、生徒の人生の可能性を広げるお手伝いをしたいと思います。
　　　　　　　　　　　　★島の第一印象
　　　　　　　　　　　　　言葉では表せない。生活の中で人と人、人と自然の距離が近い。
★協力隊としての目標
　グローバル化および人口減少が急速に進む現代社会において、多くの人が『幸せ』になれる方法に
　ついて、考えたい。そして、積極的にどんどんチャレンジしたい。
★趣味、特技
　スポーツ全般、野球観戦、ドライブ（車は黒いフォレスターです）　など
★町民皆様へのメッセージ
　右も左もわからない状態ですが、一生懸命頑張りますので宜しくお願いします。町の行事にも
　積極的に参加させていただきたいと思っていますので、その際は利尻のことをたくさん教えて
　ください！

★出身地　奈良県
★これまでの経歴
　大学卒業後、水産会社に２年勤務し、退社後は水産研究
　所の調査員と漁労に従事しておりました。
★活動内容
　種富で石川指導員の熱血指導のもとエゾバフンウニの種
　苗を生産しております。
★島の第一印象
　川がない。
★協力隊としての目標
　ウニ専門家になりたいです！！！
★趣味、特技
　写真、陸上競技（ハ―ドル）、川遊び、登山。
★町民皆様へのメッセージ
　誠心誠意、不器用ながら全力で取り組ませて頂きます。



自衛官等採用試験のご案内

自衛隊稚内分屯基地
開庁第64周年記念行事
（一般開放）のお知らせ

自衛隊稚内分屯基地
開庁第64周年記念行事
（一般開放）のお知らせ

平成31年3・4月採用の自衛官等の採用試験を行います。

自衛隊稚内分屯基地では、分屯基地開庁第64周年記念行事（一般開放）を行います。
皆さんお誘い合わせの上ご来場ください。

【問い合わせ先】 航空自衛隊第18警戒隊総括班  ☎0162－23－5377

○自衛隊稚内地域事務所／☎0162－23－2721　○利尻町役場総務課総務係／☎0163－84－2345（代表）

陸は２年、海・空は３年（自衛官候補生の３ヶ月間含む）の
任期制隊員コース。入隊して３ヶ月間は自衛官候補生とし
て経験を積み、その後２等陸・海・空土に任命されます。
任期終了後は民間企業へ就職したり、継続任用も可能です。
選抜試験に合格すれば曹へ進むこともできます。

部隊の中核である曹を養成するコース。
陸・海・空の各部隊で経験を積み、入隊後、２年９ヶ月以
降、選考により曹へと昇任します。
月額：167,700円／賞与：２回（６・12月）

航空自衛隊のパイロット・海上自衛隊のパイロット及び戦
術航空士を目指す幹部自衛官養成コース。高校卒業後、最
も早く機長として活躍できます。
月額：167,700円／賞与：２回（６・12月）

種目（対象年齢） 採 用 種 目 の 概 要 試験日

自衛官候補生
（男子・女子）

【18～27歳未満】

一般曹候補生
（男子・女子）

【18～27歳未満】

航 空 学 生
（男子・女子）

海【18～23歳未満】
陸【18～21歳未満】

受付時に
お知らせ
します。

1次試験
9月21日

9月23日
（内1日）

受　付

〜

年間を通
じて行っ
ておりま
す。　　

7月1日

9月7日
〜

7月1日

9月7日
〜1次試験

9月17日

●開催日：7月8日（日）

●時　間：開場予定　17時30分
　　　　　開演予定　18時00分

●内　容：陸上自衛隊北部方面音楽隊
　　　　　によるコンサート
　　　　　稚内市制施行70周年・稚内
　　　　　開港70周年事業

●場　所：稚内総合文化センター
　　　　　（稚内市中央3丁目13－23）

稚内分屯基地
開庁64周年記念
てっぺんコンサート

●開催日：7月29日（日）

●時　間：10時～15時まで

●内　容：自衛隊車両搭乗体験・記念
　　　　　撮影等
　　　　　※イベント内容は、変更等
　　　　　　になる可能性があります。

●場　所：稚内分屯基地
　　　　　（稚内市恵比須5丁目2－1）

稚内分屯基地
一般開放

入場無料
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国民年金からのお知らせ
～国民年金保険料の納め忘れはありませんか？～

もしも…国民年金保険料の納付が困難なときは

　今一度、納付書をお確かめの上、納め忘れがありましたら早めに
納めましょう。たとえ１ヵ月分でも納め忘れた分があると、万一の
ときの障害年金や遺族年金が受けられなくなる場合もありますので、
忘れずに納めましょう！

　※付加保険料～納付月数に応じて老齢基礎年金額に上乗せされます。
　　　　　　　　（付加保険料の納付にはお申し込みが必要です。）

◆「国民年金保険料免除・納付猶予制度」の手続きを行ってください。
　保険料免除や納付猶予になった期間は老齢基礎年金の受給資格期間（原則10年以上）に算
入されます。（年金額を計算するときは、保険料免除・納付猶予期間に応じて減額されます。）
　平成30年度分の免除等の受付は平成30年7月1日から開始され、平成30年7月～平成31年
6月分までの期間を対象として審査を行います。
　また、申請時点の2年1ヵ月前の月分まで遡って申請することができます。

※申請が遅れると万一の際に障害年金などを受け取れない場合がありますので、すみやか
　に申請してください。申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、免
　除が承認されない場合があります。

平成30年度の国民年金保険料は

（付加保険料は400円）

成30年度の国民年金保険料

（付加保険料は400円）
16，340
（

月額月額月額
）
円です円です円です

所得の少ない方は
保険料免除制度の
手続きを！

本人・世帯主・配偶者
の所得に応じて全額ま
たは一部免除されます。

●全額免除　●4分の3免除
●半額免除　●4分の1免除

50歳未満の方は
納付猶予制度の
手続きを！

50歳未満の方が対象
です。
本人・配偶者の所得に
応じて保険料の納付が
猶予されます。

学生の方は
学生納付特例制度
の手続きを！

在学期間中の保険料の
納付を猶予します。
社会人になってから払
うことができる制度で
す。

16，340



電　話 0163－84－2345

利尻町役場
くらし支援課町民係

電　話 0162－32－1941

稚内年金事務所この記事に関する
お問い合わせ先

保険料の追納をお勧めします！

～国民年金保険料の納付は便利な口座振替で～

　不審な電話や訪問にご注意ください！

【お得な口座振替の早割制度はご存じですか？】【お得な口座振替の早割制度はご存じですか？】

◆免除された国民年金保険料を支払いたいとき
　老齢基礎年金の年金額を計算するときに、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間があ
る場合は、保険料を全額納付した場合と比べて年金額が低額となります。
　しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料については、後から納付（追納）すること
により、老齢基礎年金の年金額を増やすことができますので、追納を行っていただくこと
をお勧めします。なお、追納ができるのは追納が承認された月の前10年以内の免除等期
間に限られており、承認された期間のうち、原則古い期間から納付することとなります。

　一度、口座振替の手続をすることで、あなたが指定した口座から自動的に支払いされま
すので、毎月納めに行く手間がはぶけ、納め忘れの心配もなくとても便利です。
　手続き完了までに2ヵ月ほどかかりますので、お早めの手続をお願いします。

　　通常の口座振替（当月保険料の翌月末引落とし）は定額保険料ですが、当月保険料を当
　月末に引落す「早割」にすると、毎月50円（年間600円）が割引となり大変お得です。
　　早割制度を申し込みすると翌月末の口座振替にて２ヵ月分の保険料が引落としとなりま
　すが、その後の毎月の保険料が50円割引となります。
　　さらに、割引額が多い「６ヵ月前納」、「１年前納」、「２年前納」もあります。

　年金事務所などの職員をかたり、国民年金保険料を詐取さ
れる被害が発生しています。

【お得な口座振替の早割制度はご存じですか？】

日本年金機構本部

☎03－5344－1100

怪しいと感じたら、現金を支払わずに

「お客様の声受付担当」2を押してください。
　または、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

この記事に関する
お問い合わせ先
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●支給対象者は…中学校を卒業するまでの児童と生計を同じくする、父または母となります。
　　　　　　　　父母と別居している場合は、児童と同居している養育者に支給されます。
　　　　　　　　※所得制限があります。
　　　　　　　　※公務員は、勤務先から支給されます。
●手当額は………３歳未満の児童　　　　　　　　　　　　　　月額 15,000円　
　　　　　　　　３歳以上小学校修了前の児童　第１・２子　　月額 10,000円　
　　　　　　　　３歳以上小学校修了前の児童　第３子　　　　月額 15,000円　
　　　　　　　　中学生　　　　　　　　　　　　　　　　　　月額 10,000円　
　　　　　　　　特例給付（所得制限世帯）　　　　　　　　　月額 5,000円　
●支給月は………原則として　年3回（6月、10月、2月）に、それぞれ前月分までが支給さ
　　　　　　　　れます。

児 童 手 当

「児童手当」「児童扶養手当」
「特別児童扶養手当」について

ご案内いたします！

「児童手当」「児童扶養手当」
「特別児童扶養手当」について

ご案内いたします！

「児童手当」「児童扶養手当」
「特別児童扶養手当」について

ご案内いたします！

●主な
　支給対象者は…離婚等により、ひとり親家庭で生活している児童（18歳到達後の最初の3
　　　　　　　　月31日までの間にある児童、心身に障害がある場合は20歳未満）を養育し
　　　　　　　　ている父、母または養育者に支給されます。
　　　　　　　　ただし、支給を受けるためには前年の所得が一定額未満でなければならず、
　　　　　　　　その所得額により「全部支給」「一部支給」「支給停止」のいずれかに決定
　　　　　　　　されます。
　　　　　　　　※父子家庭の場合も支給対象となります。
　　　　　　　　※養育費を受けている場合は、その年額の8割相当分も所得に加算されます。
　　　　　　　　※児童が一定年齢に達すると資格は喪失しますが、父・母の再婚（内縁関
　　　　　　　　　係含む）により、その配偶者に養育される場合も資格は喪失します。
　　　　　　　　　（父・母が重度の障害にある場合を除く）
●手当額は………全部支給　月額　42,500円
　　　　　　　　一部支給　所得に応じて 月額 42,280円から10,030円まで10円きざみの額
　　　　　　　　※児童が2人の場合は、第2子全部支給の場合は10,040円、第3子以降は1
　　　　　　　　　人につき、6,020円が加算されます。
　　　　　　　　※一部支給の場合は、所得に応じて、3,000円から
　　　　　　　　　9,980円までの額に決定されます。　
●支給月は………原則として4月、8月、12月にそれぞれ前月分まで
　　　　　　　　が支給されます。

児童扶養手当
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特別児童扶養手当

◎手当を受けるためには認定請求をしなければなりません。また、支給要件についても各
　家庭状況により異なります。
　くわしくは、利尻町役場くらし支援課福祉係
　　　　　　　電話 84－2345　または、IP電話 84－9019　までお問合せください。

●主な
　支給対象者は…身体や精神に障害（この制度で定める1級、2級の障害の状態）のある20
　　　　　　　　歳未満の児童を養育している父母、または養育者に支給されます。ただし、
　　　　　　　　前年の所得が一定額以上の場合は、所得制限により支給されません。（支
　　　　　　　　給停止）
●手当額は………対象児童１人に対し　１級で月額 51,700円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級で月額 34,430円　
●支給月は………原則として4月、8月、12月にそれぞれ前月分までが支給されます。

※利尻富士町の総合交流促進施設りぷら（利尻郡利尻富士町鴛泊字栄町119－1）
　において、6月15日の午前10時30分～午後1時00分まで、無料法律相談会を
　実施しますので、都合の悪い方はこちらに来ていただくことも可能です。

●日　　　時　　平成30年6月29日（金曜日）
　　　　　　　　午前10時30分～午後1時00分（お一人様30分）

●場　　　所　　利尻郡利尻町沓形字緑町14番地1
　　　　　　　　利尻町役場1階 小会議室

●担当弁護士　　稚内ひまわり基金法律事務所
　　　　　　　　小田桐　誠（旭川弁護士会所属）

●相　談　例　　借金問題　離婚問題　相続に関する問題　交通事故　労災
　　　　　　　　刑事事件　悪徳商法　ご近所トラブル
　　　　　　　　賃貸借（土地・アパート・マンションなど）　その他
　　　　　　　　相談料は無料ですので、お気軽にご利用ください。

無料法律相談会のお知らせ無料法律相談会のお知らせ
～弁護士が無料での相談を実施します～

主催：旭川弁護士会

【ご予約・お問い合わせは】
　  稚内ひまわり基金法律事務所
　　☎0162－24－7900
※予約がない場合でも相談はお受けいたしますが、予約され
　た方を優先しますので、事前予約の上お越し下さい。
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　旭川地方法務局では、登記申請や登記相談をお受けする
ため、「巡回登記所」を開設しております。
　相談は、無料・秘密厳守でお受けいたしますので、お気
軽にご相談ください。
　相談に当たっては、お客様の待ち時間をできる限り少な
くするため、事前予約制を実施させていただいております。
　開設日の前々日までに、お電話によるご予約をお願いい
たします。

【平成30年度の開設日程】

登記相談のご利用に当たって
●登記原因に当たる事実や法律行為（契約）が有効か無効かなどの法的判断を
　行うご相談はお受けすることができません。
●相談をされる際は、関係書類を準備された上でお越しいただけると、より具
　体的な相談に応じることができますので、ご協力願います。
●登記申請書は、お客様自身で作成していただくことになります。登記相談の
　担当者が書類を作成することはできません。
●相続など必要書類の多い登記については、登記を完了させるまでに数回お越
　しいただく場合があります。お時間のないお客様や手続きが難しいと考えら
　れるお客様は、最寄りの司法書士等に依頼してください。

　　●開設場所　　利尻富士町役場
　　●開設時間　　午前９時から午後３時まで
　　●担 当 者　　旭川地方法務局の職員
　　●取扱業務　　•土地・建物の登記に関する相談及び申請の受付
　　　　　　　　　•会社・法人の登記に関する相談
　　　　　　　　　•各種証明書等の請求書の受付
　　●お問い合わせ先
　　　　　　　　旭川地方法務局稚内支局　☎0162－33－1122

旭川地方法務局では 登記申請や登記相談をお受けする

平成30年度平成30年度
「巡回登記所」開設のお知らせ「巡回登記所」開設のお知らせ

平成30年度
「巡回登記所」開設のお知らせ

① 7月25日（水）

③ 11月14日（水）

② 9月20日（木）

④ 1月23日（水）
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父：欽一　母：菜那絵

家 愛 今回は、2人のお友達
を紹介するよ！

あい

や

甘えん坊でとってもやんちゃ。
おうちではお笑い担当のとうま
いつもみんなを笑顔にしてくれて
ありがとう♡

平 野 透 真 くん（3さい）平 野 透 真 くん（3さい）
まとう

【お母さんから】ら】

父：潤　母：夢麻

いつも元気で踊ったり♪歌ったり
皆を笑わせたり
弟の面倒もよく見てくれて
お手伝いも頑張ってくれてありがとう♥
これからも夕莉夏らしく
楽しい毎日を過ごしてね♡

檜森夕莉夏 ちゃん（3さい）檜森夕莉夏 ちゃん（3さい）
かりゆ

【お母さんから】ら】



街をひと歩き街をひと歩き
まちの話題にズームイン！
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5月12日5月12日 おはなし会おはなし会

5月13日5月135月13日
仙法志地区消防演習仙法志地区消防演習

6月3日6月36月3日
第18回悠遊覧人G第18回悠遊覧人G

5月29日5月299日5月29日
HAC（JAL）航空教室・体験搭乗HAC（JAL）航空教室・体験搭乗

5月24日5月245月24日
客船「カレドニアン・スカイ」沓形港
寄港  花束贈呈レセプション
客船「カレドニアン・スカイ」沓形港
寄港  花束贈呈レセプション

5月26日花いっぱい運動花いっぱい運動
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消防だより消防だより NO.416消防だより
「火の用心  ことばを形に  習慣に」

出動件数　火災0件　救急65件 （平成30年6月1日現在）

少年消防クラブ防火夜回り

林野火災注意林野火災注意
　これからの季節は、空気が乾燥し、火災の発生しやすい日が続きます。畑仕事や山菜採り
などで入林した際は、タバコなど火の取り扱いには十分に注意しましょう。

　4月27日に少年消防クラブ員（8名）
が参加し、防火夜回りを実施しました。
クラブ員が拍子木を叩きながら町内を巡
回して町の皆様へ火の用心を呼びかけま
した。

火災予防運動車両パレード

　4月20日に春の火災予防運動に伴って
車両パレードを実施しました。消防署４
台、消防団７台の消防車両が町内を行進
し、防火意識の普及啓発を図りました。

　去る5月13日（日）、利尻町消防団による
消防演習が実施されました。消防団員66
名が参加し、訓練では一斉放水、模擬火災
出動を、式典では表彰状の伝達等を行いま
した。
　また、町民の皆様にも駆けつけていただ
き、悪天候の中、消防演習を無事行うこと
ができました。

利尻町消防団 消防演習実施！利尻町消防団 消防演習実施！
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【まちの人口】 　2,069人　  世帯数 1,091世帯 　　男 1,006人　  女 1,063人  （平成30年6月1日現在）

発行：利尻町役場　編集：まちづくり政策課企画振興係　印刷：㈱国境
TEL 0163－84－2345　　FAX 0163－84－3553
利尻町公式ホームページ　http://town.rishiri.jp/
Eメール　kikaku@town.rishiri.hokkaido.jp
（広報りしりに関するご意見ご要望は上記E-mailアドレスまでお寄せください。）

この広報紙は道産間伐
材を使用しています。

ぴ い ぷ るぴ い ぷ るぴ い ぷ る
（戸籍の動き） 2018年6月1日現在

企画振興係 印刷：㈱国境

この度、次の方々から愛情銀行に金一封
及び物品が預託されましたので、紙上を
借りてお礼申し上げます。

ご厚情に
　　 感謝申し上げます ●

この
及び
借

おくやみもうしあげます
3月20日　泉　町　米 田 フ ミ さん（96歳）
3月26日　緑　町　柿 元 令 子 さん（86歳）
3月26日　種富町　星 田 　 昇 さん（73歳）
4月17日　種富町　田 澤 政 雄 さん（90歳）
5月 7日　神　居　飯 田 数 江 さん（90歳）
5月16日　種富町　村 谷 八千代 さん（92歳）
5月18日　新　湊　齋 藤 烈 子 さん（85歳）
5月29日　（仙）本町　工 藤 ミ ツ さん（88歳）
5月30日　政　泊　西 川 美惠子 さん（91歳）

●神奈川県川崎市　米田勝博 様から、
　母　米田フミ 様の香典返しを廃して
●沓形字本町　柿元宏美 様から、
　母　柿元令子 様の香典返しを廃して
●沓形字種富町　星田艶子 様、
　札幌市　星田尚輝 様から、
　星田　昇 様の香典返しを廃して
●沓形字神居　飯田敏一 様から、
　母　飯田数江 様の香典返しを廃して
●枝幸郡中頓別町　齋藤基仁様 から、
　母　齋藤烈子 様の香典返しを廃して
●沓形字種富町　村谷姫子 様、
　沓形字泉町　村谷好信 様から、
　村谷八千代 様の香典返しを廃して

（戸籍の動き） 2018年6月1日現在
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はじめまして！ ベイビー
3月13日  荒関恵凜ちゃん 泉町〔荒関　巧・みゆき〕

え りん

3月30日  飯田優珠ちゃん 神居〔飯田 和博・みずほ〕
ゆ ず

4月11日  高橋穂乃花ちゃん 緑町〔高橋 大輔・志乃〕
ほ の か

5月14日  不二原颯哉くん 種富町〔不二原久晶・美智代〕
そう や

5月26日  渡邉采縁ちゃん 新湊〔渡邉　大樹・佳世〕
と え

4月17日  八木遥妃ちゃん（仙）本町〔八木 良樹・美絵〕
はる ひ
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5月30日　政　泊 西 川 美惠子 さん（91歳） 　札
　星
●沓
　母母
●枝
　母
●沓
　沓
　村

● よせられた善意 ●
【指定寄附】
　◆沓形字神居　飯　田　敏　一 様より
　　　一金　100,000円
　　　（特別養護老人ホーム備品購入資金）

ご厚志に対し厚くお礼申し上げます

【利尻町社会福祉協議会】


